
ページ
◎
・ 東京都中央卸売市場における2019年産の愛知県産農産物の動向 （東京事務所） １
・ グロリオサの切り花における日持ち性及び開花率の改善 （農業総合試験場） ３

◎
・ 豊田加茂地域の農産物を世界へ！～海外市場開拓の取り組み～ （豊田加茂農林水産事務所） ４

◎
・ 花の王国あいちサポート企業について （園芸農産課） ５

◎
・ 愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場） ７
・ 名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し ８

◎
・ 切花・鉢花の７月の見通し（県内市場） ２０

内容についての問合せ先

愛知県農業水産局農政部食育消費流通課 （052）-954-6434

愛知県東京事務所行政課農産物プロモーショングループ （03）-5492-5400

※今月、「東日本情報」、「西日本情報」はありません。

令和２年７月号

情報サロン

地域トピックス

フラワーページ

青　果

花　き

あいち農産物生産流通レポート





東京都中央卸売市場における 2019 年産の愛知県産農産物の動向 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

2019 年産（2019 年１月から 12 月まで）の東京都中央卸売市場（９市場）での本県産農

産物の総取扱額は 302 億円（シェア 4.9%）で、47 都道府県中第６位でした。 

なお、本県産農産物の内訳は、野菜が 173 億円（前年対比 87.2% ）、果実が 17 億円（前

年対比 86.3%）、花きが 112 億円（前年対比 98.8％）となりました。 

１ 野菜の動向

東京都中央卸売市場での野菜の総取扱額は 3,564 億円で、暖冬による秋冬作の豊作が

単価を極端に押し下げ、前年をかなり下回り（△8.3％、323 億円減）ました。 

 本県産について、キャベツは、暖冬による年明けからの潤沢な入荷により単価は低迷

し、競合産地や新興産地が面積を増やす動きがある中、シーズンを通して安値基調とな

り、本県産の取扱額は前年を大幅に下回りました。 

トマトは、１月は入荷増で荷動きが悪く販売苦戦するも、４月にかけては入荷が落ち

着き単価は回復しました。しかし、その後は高温による着色不良がみられる等、販売環

境の変化が激しい年となりました。 

ブロッコリーは、前年秋の台風・長雨による根傷みが懸念されましたが、生育を停滞

させるような寒波もなく、品薄感なく入荷が続き、単価を下げるも取扱額は前年をかな

り上回りました。 

本県産の他の品目も含めた野菜全体の取扱額は、キャベツの取扱額の大幅な減少が響

き、前年をかなり下回りました（表１）。 

表１ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（野菜）  

 （単位：千円） 

品目 2019 年 前年対比 順位（シェア）* 上位産地 

野菜合計 17,344,028 87.2% ７位（ 4.9%） ①茨城、②千葉、③北海道 

 キャベツ 4,162,998 64.1% １位（25.6%） ②群馬、③千葉 

 トマト 2,640,753 102.6% ３位（ 9.5%） ①熊本、②栃木 

 ミニトマト 2,607,467 105.5% ２位（17.5%） ①熊本、③北海道 

 おおば 2,597,621 95.2% １位（83.1%） ②茨城、③大分 

 ブロッコリー 1,230,288 106.0% ３位（10.0%） ①香川、②北海道 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

２ 果実の動向

 東京都中央卸売市場での果実の総取扱額は 1,781 億円で、前年並（△1.1%、20 億円減）

となりました。 

本県産について、いちじくは、６月の気温が低く推移したことから生育が遅れたこと

に加え、台風の影響等もあり入荷量が減少し、単価は前年を上回ったものの取扱額は前

年を大幅に下回りました。 
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いちごは、前進出荷とその反動による成り疲れの影響で１～３月の入荷量が減少し、

単価は前年を上回ったものの取扱額としては前年を大幅に下回りました。 

また、かき類もひょう害等の天候の影響を受け、取扱額は前年を大幅に下回りました。 

こうした動きの結果、本県産の他の品目も含めた果実全体の取扱額は、前年をかなり

下回りました（表２）。 

表２ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（果実） 

（単位：千円） 

品目 2019 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

果実合計 1,718,061  86.3% 17 位（ 1.0%） ①栃木、②青森、③愛媛 

 みかん類 382,973 92.7% ８位（ 1.3%） ①愛媛、②静岡、③長崎 

 いちじく 458,765 85.3% １位（51.6%） ②和歌山、③福岡 

 かき類 325,340 77.8% ６位（ 5.6%） ①和歌山、②奈良、③福岡 

 いちご類 294,161 74.3% 11 位（ 0.9%） ①栃木、②福岡、③茨城 

 メロン類 45,166 96.2% 10 位（ 0.5%） ①茨城、②静岡、③熊本 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 

３ 花きの動向 

 東京都中央卸売市場での花きの総取扱額は 821 億円で、前年をわずかに下回り（△2.2%、

18 億円減）ました。 

 本県産について、切り花は菊類で夏期が冷涼だったことにより、盆需要のものが開花

前進するといった影響がみられました。その一方で、ばら類やカーネーション類などは

入荷量を減らしたものの、単価は前年を上回りました。 

鉢物については、鉢花が昨年の３位から２位へと一つ順位を上げたものの、全体では

減少傾向となりました。 

こうした動きの結果、本県産の花き全体の取扱額は前年並となりました（表３）。 

表３ 東京都中央卸売市場における本県産主要品目の取扱額（花き） 

（単位：千円） 

品目 2019 年 前年対比 順位（シェア）* 国内上位産地 

花き合計 11,186,460  98.8% １位（13.6%） ②千葉、③埼玉 

切り花計 8,486,522 100.6% １位（15.3%） ②千葉、③静岡 

 菊類 5,773,722  99.1% １位（39.9%） ②沖縄、③茨城 

 ばら類 862,373 101.9% １位（14.9%） ②静岡、③山形 

カーネーション類 308,996 102.6% ３位（ 5.8%） ①長野、②千葉 

観葉植物 1,141,408 96.5% １位（35.3%） ②静岡、③鹿児島 

鉢花 519,737 93.0% ２位（12.2%） ①埼玉、③千葉 

らん鉢 405,431 90.5% ５位（ 9.3%） ①埼玉、②千葉、③山梨 

 * 順位は全国順位。シェアは外国産を含めて算出。 
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グロリオサの切り花における日持ち性及び開花率の改善 

農業総合試験場

本県はグロリオサの全国有数の産地です。グロリオサは鮮やかな花色と特徴ある花形か

ら海外での人気が高く、近年輸出量が増加しており、輸送における日持ち性が課題となっ

ています。グロリオサの切り花は、通常１本に蕾が５個付き、１～２輪が開花・着色した

段階で収穫します。蕾は順次開花しますが、花色が薄いものや、上位節で開花に至らない

場合があります。そこで、日持ち性と花の発色及び開花率向上のために、収穫後の保管条

件や糖を添加した水揚げ液の効果について検討しました。 

１ 保管時の温度・日数が観賞日数と開花率

に及ぼす影響

収穫後一晩水揚げし、保管温度と保管日

数を変えて管理した後、温度 25℃、湿度

60％、照度 1,000lx の環境下での観賞日数

を調査しました。その結果、保管温度が低

く、保管日数が短いほど観賞日数は長くな

りました（図１）。なお、低温保管により

観賞日数は長くなりますが、保管日数が長

くなると蕾が変色し、特に顕著な第５花で

は５℃５日の場合に開花率が 91％から

36％に低下しました。 

２ 水揚げ時の糖添加による花色及び開花率の改善

 収穫後に開花する花の発色不良と長期間の低温保管による第５花の開花率低下を改善

するため、収穫後の水揚げ液（抗菌剤処理済み）に糖（スクロース６％）を添加しまし

た。この結果、収穫後に開花した花色の改善効果が確認できました（図２）。また、第

５花の開花率も向上しました（表１）。 

３ おわりに 

水揚げ時に糖と抗菌剤を添加し、保管

日数を短く、蕾変色に配慮し低温保管する

ことで切り花の品質向上が期待されます。 

本研究は農林水産省「次世代国産花き

産業確立推進事業」により実施しました。 

図２ 糖添加による収穫後に開花する花の花色改善効果 

収穫後一晩水揚げ、保管温度 25℃、保管日数２日後に撮影 

糖添加 糖無添加 

図１ 保管温度・日数における観賞日数 
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表１ 糖添加の有無と第５花開花率 

保管温度
(℃ )

保管日数
(日 )

水揚げ液中の
糖の有無

第５花開花率
(％ )

5 1 有 100

5 1 無 83

5 3 有 33

5 3 無 0

2 5 1 有 100

2 5 1 無 75
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豊田加茂地域の農産物を世界へ！～海外市場開拓の取り組み～ 

豊田加茂農林水産事務所

豊田加茂地域は、果樹栽培が広く行われており、特に梨、桃は県内最大の産地で 10 年以

上前から輸出に取り組んでいます。また、古くから茶の栽培も盛んで、近年、若手園主た

ちが積極的に海外の販路拡大に挑んでいます。それぞれの生産者たちの輸出プロモーショ

ン活動をご紹介します。 

１ 輸出拡大に向けて

（１）桃・梨・柿を香港・タイへ 

JＡあいち豊田は、豊田市産の桃、梨の香港・タイ向

けの輸出を積極的に進めてきました。桃はゴールデン

ピーチ、梨は愛宕を主力として、現地での試食会や商談

などを重ねています。今年度は、昨年タイで発令された

青果物の選別・梱包施設に係る規制に対応し、梨の輸出

量をさらに伸ばすと共に、みよし市産の柿についても

販路を拡大していく予定です（図１）。 

（２）有機栽培を強みに茶をヨーロッパ・アメリカへ 

いしかわ製茶は、農薬を使わない有機農法で栽培した

オーガニックティを海外に向けてＰＲし、各国の有機認

証を取得してイギリス、ドイツ、アメリカ始め様々な国

へ輸出しています。また、若い後継者夫婦がブログを活

用して茶園の様子や商品情報を英文で発信することに

より、海外バイヤーへの売り込みも奏功しており、今後

さらなる個人輸出の拡大を目指しています。 

２ インバウンド対応の販売促進に向けて

（１）中部国際空港で豊田産ブルーベリーをＰＲ 

中山間地域でブルーベリー農園を営む杉田組（ブルー

ベリーのこみち）は、セントレアの国際線制限エリアに

ある「Centrair OISHII Premium Selection ショップ」

で、訪日客向けにＰＲしました。 

（２）外国人向けに伝統の茶文化、茶の魅力を伝える 

高香園は、豊田市国際交流協会のボランティアグルー

プが主催する外国人向けイベントで、お茶摘みや抹茶の

石臼引きの体験、茶飯の試食などを行い、伝統の茶文化

の魅力や茶のおいしさを伝える活動を続けています。 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、輸出先国の消費行動の変化、訪日客

の激減、物流の停滞等、少なからず影響が出ています。しかし、生産者からは“この状

況を将来的なチャンスと捉えている”という頼もしい声も聞かれました。 

今後も、この地域の農産物のさらなる輸出拡大が期待されます。 

図１ＪＡあいち豊田の果実輸出実績 

ラスベガスにて 抹茶のプロモーション 

石臼引き体験 

←英文のＰＲカード 
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花の王国あいちサポート企業について 

園芸農産課 

愛知県は、昭和 37 年から花の産出額が日本一を誇る「花の王国」です。平成 25 年度か

花の王国あいち県民運動実行委員会（以下、実行委員会）を設立し、県民の皆様に暮らし

の中に花を取り入れていただくために「花いっぱい県民運動」を展開しています。 

また、花いっぱい県民運動の趣旨に賛同し、愛知県産の花きを使った活動を実践してい

ただける県内企業等を募集し、「花の王国あいちサポート企業（以下、サポート企業）」と

して認定しています。認定した企業は、活動内容を花の王国あいち公式ウェブサイトに掲

載します。

１ 今年度のサポート企業の募集について 

（１）募集期間 

 令和２年６月 19 日（金）から９月 18 日（金）まで 

（２）応募条件 

   次のいずれかの活動に取り組む企業等であること。 

   ① 「今月のあいちの花」の展示や広報 

 愛知県では多くの種類の花きが生産されていることから、実行委員会が月替わ

りで「今月のあいちの花」を設定しています。企業の施設内において、「今月のあ

いちの花」の展示に取り組んでいただきます。 

② フラワーウォークの実施 

 フラワーウォークとは、愛知県産の花きを用いた花束や鉢花を企業の従業員等  

が購入し、帰宅する際に花束等を持って歩き、家庭に飾っていただくことです。

企業においてフラワーウォークを実施することで、花きに親しむ機会を作ってい

ただきます。 

   ③ 花のある暮らしの普及啓発、支援等の取組 

 企業が従業員や市民に対してフラワーアレンジメント講座や寄せ植え体験等を

実施することで、花のある暮らしをＰＲしていただきます。 

④ 花壇整備、花の装飾の実施 

 企業敷地内の花壇や建物内のロビー等の共用スペースにおいて、花きを飾る取

組を実施していただきます。 

 ◇ 詳細は、以下の「花の王国あいち公式ウェブサイト」を参考にしてください。 

   http://www.flower-kingdom.aichi.jp/  

5

フラワーページ



２ サポート企業の取組事例について 

（１）名古屋トヨペット株式会社（平成 30 年度認定） 

 愛知県内に 68 店舗あるトヨタ

自動車販売店です。各店舗で「今月

のあいちの花」のアレンジメント

を展示しており、展示の様子を自

社 Facebook に掲載しています。こ

のアレンジメントの展示は訪客か

ら好評を得ており、あいちの花き

のＰＲとなっています。 

（２）株式会社ツアー・ステーション（令和元年度認定） 

 丹羽郡扶桑町の柏森駅付近に

ある旅行代理店です。ヨーロッパ

の一般家庭の花植えを参考に、15

年ほど前から店舗敷地内で花を

展示しています。季節に合わせて

鉢植えやプランターを設置し、訪

客や駅利用者に花を楽しんでも

らっています。 

 今後も実行委員会は、サポート企業の認定を進め、愛知県産の花きのＰＲと一層の需要

拡大に取り組んでいきます。 

店舗敷地内の花植え 

店舗受付での「今月のあいちの花」の展示 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を「
表す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±16％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：アールスメロン）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

１，１５７ ２４３ ８４０ ４８６ 静岡（３７％）元年実績
(２１％) 熊本（１９％）

高知（１２％）
１，０００ － ８４０ －２年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

静岡と愛知からの入荷が大半を占める。 お中元やお盆の需要がある。産地には消費
天候に恵まれ、両産地ともに生育順調で、 者の嗜好に沿った大玉作りをお願いしたい。
玉伸びもよい。大玉傾向で、引き続き順調 新型コロナウイルス感染症の影響で、メロン
な入荷を見込む。価格は平年並で推移して 狩りがキャンセルになる産地もあり、作付面
いる。静岡では７月の新盆、愛知では８月 積の減少や栽培意欲の低下も見られるが、市
の旧盆にピークを迎える。作付面積は全国 場としては高値で販売できるよう努力してい
的に減少傾向にある。 きたい。農協においては産地の情報提供をお

入荷量は前年をかなり下回り、価格は前 願いしたい。
年並となる見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：とうがん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

２，０８９ ６３３ １６９ １８８ 沖縄 （２３％）元年実績
(３０％) 静岡 （２０％）

神奈川（１６％）
２，３００ － １５０ －２年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

前年は６月の低温や干ばつ、７月の低温 全体的に需要に対して供給が追い付いてい
と日照不足の影響で、入荷の多い８月に大 ないため、期間を通して出荷量をもっと増や
きく量を減らした結果、総入荷量は、少な してもらいたい。
かった平成30年をわずかに上回ったものの 愛知県産については品質に問題なく、これ
、平成29年を大幅に下回った。 までどおり、形や色を揃えるなど高品質の保

本年も本県をはじめ沖縄、静岡、神奈川 持に努めて欲しい。
などからの入荷となる。５月まで沖縄中心
の入荷であったが、５月に入り静岡、続い
て本県も始まっている。４月中旬以降、緊
急事態宣言中は単価が上昇基調となったも
のの、その後は下げに転じた。

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の７月の見通し

６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ２８，８９３ 257 266 267 長野 27%
２８年 ２８，２８２ 254 261 245 北海道 13%
２９年 ２９，９１１ 216 215 208 兵庫 10%
３０年 ２９，２１２ 215 246 265 愛知 8%
元年 ３０，８４２ 217 226 221 青森 8%

５ ヵ 年 平 均 ２９，４２８ － － －

２ 年 見 通 し ２８，４００ － － －

２７年 １，４４２ 126 133 107 青森 48%
２８年 １，３４９ 147 133 101 北海道 37%
２９年 １，３１６ 86 86 83 岐阜 13%
３０年 １，２５２ 87 142 141 長野 1%
元年 １，５２８ 75 85 72

５ ヵ 年 平 均 １，３７７ 104 115 100

２ 年 見 通 し １，３５０ 100 100 100

２７年 １，５５４ 117 124 199 青森 62%
２８年 １，４８４ 127 169 200 北海道 33%
２９年 １，５３９ 113 98 88 長崎 2%
３０年 １，５１４ 130 176 161 兵庫 1%
元年 １，７７２ 110 122 124 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 １，５７２ 119 137 153

２ 年 見 通 し １，５００ 130 130 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２６２
２５２
２１３
２４２
２２２

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１１７
１２１
８２

１１８
７５

１０２  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３８

２３５

　長野、北海道、愛知などから入荷する。
産地の切り替わりで前半は数量減を見込む
品目も見られるが、後半は概ね順調な入荷
を見込む。今年は学校の夏休みが短縮さ
れ、夏に給食需要が高まるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

１３０

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に入荷する。青森は
各地域出揃う。にんじんも始まり、だいこ
んの入荷が増量、減量する地域もあるが、
極端な入荷増はない見込み。北海道は５月
の低温でやや遅く、中旬以降の入荷となる
か。入荷量は前年をかなり下回り、価格は
安値だった前年を大幅に上回る見込み。

１３６

　青森、北海道を中心に入荷する。青森は
上旬の出回りが遅く、平年より高値を見込
むが、徐々に安定した入荷となる。北海道
は下旬からの入荷を見込むが、出回りが遅
いと予想より高値になる可能性もある。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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注）

６月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １２２，８６５ 262 289 274 長野 16%
２８年 １１９，６２１ 266 276 253 群馬 15%
２９年 １２５，２２５ 233 227 218 茨城 11%
３０年 １１７，７３５ 250 266 292 北海道 10%
元年 １２０，３０２ 233 252 243 青森 7%

５ ヵ 年 平 均 １２１，１５０ － － －

２ 年 見 通 し １１９，０００ － － －

２７年 ９，４３７ 121 116 94 北海道 65%
２８年 ８，２８３ 149 122 96 青森 29%
２９年 ８，８９１ 83 71 74 岩手 2%
３０年 ７，１４８ 89 136 138 群馬 2%
元年 ８，７９０ 77 79 70 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，５１０ 104 103 93

２ 年 見 通 し ８，３００ 105 95 85

２７年 ６，８４３ 110 114 189 青森 46%
２８年 ６，１３３ 110 157 191 北海道 30%
２９年 ６，５６２ 112 99 89 千葉 20%
３０年 ５，８８６ 118 156 161 中国 2%
元年 ６，２６６ 105 112 125 埼玉 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，３３８ 111 127 151

２ 年 見 通 し ６，０００ 145 145 145

１００
１４５

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

 前年及び本年の

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
北海道は産地により低温や干ばつ気味のた
め生育が緩慢だが、問題とならない程度。
青森は５月下旬以降の少雨・乾燥等による
影響が懸念される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

　青森、北海道、千葉からの入荷がほとん
どを占める。一部には低温や干ばつの影響
による遅れがあるものの、生育は概ね順
調。しかし肥大が悪くサイズが小ぶりで、
量は少なめとなる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

２６９

前年主要産地（％）

２４３

　４月の低温、５月の干ばつなどの影響で
生育が遅れている品目が一部にあるもの
の、概ね回復し安定した入荷を見込む。果
菜類は梅雨明け後に潤沢な出回りが予想さ
れる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり上回る見込み。

１３４
１５０

９５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２７４
２６５
２２６

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１０８
１１９
７６

１２１
７６

９９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１４

１２８

２５５

２６０
 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き
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ん
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １，４１３ 80 77 98 長野 100%
２８年 １，６７３ 54 59 56
２９年 １，８０８ 47 52 58
３０年 １，６１６ 66 68 105
元年 ２，０８０ 50 65 88

５ ヵ 年 平 均 １，７１８ 58 64 80

２ 年 見 通 し １，８００ 65 65 65

２７年 ４，００９ 92 86 107 群馬 49%
２８年 ４，１３６ 75 82 80 長野 32%
２９年 ４，４８６ 68 61 66 茨城 11%
３０年 ３，８２１ 91 87 130 北海道 4%
元年 ３，８９９ 73 75 81 秋田 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，０７０ 79 78 92

２ 年 見 通 し ３，９００ 80 80 80

２７年 １８３ 677 701 725 岐阜 86%
２８年 １８２ 714 748 673 茨城 5%
２９年 １８６ 592 689 656 長野 3%
３０年 １６１ 655 744 841 愛知 3%
元年 ２３１ 525 624 582 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 １８９ 626 696 686

２ 年 見 通 し １８０ 600 600 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬、長野を中心に、茨城などから入荷
する。群馬は前年の入荷がやや少なかった
が、本年は生育順調。長野も生育順調で、
入荷量は両産地ともに前年を上回るか。茨
城はほぼ終了する。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。産地の生
育状況は順調で、安定した入荷を見込む。
夏期の需要減にともない、厳しい販売状況
が予想される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

９５
７７
６４

１０２
７６

８２

は

く

さ

い

８３
５３
５２
７７
６６

６５

　岐阜を中心に入荷する。岐阜は生育順調
で、入荷量は多かった前年並、単価は例年
どおりの安値を見込む。少量ではあるが、
長野、茨城、愛知などから安定的に入荷す
る。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

７０９
７０１

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７２５
５６８

６６１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６５

キ

ャ

ベ

ツ

６３７
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６月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ５，７８３ 76 71 95 長野 85%
２８年 ５，７８３ 54 54 53 群馬 12%
２９年 ６，６７９ 50 53 60 茨城 1%
３０年 ６，７３６ 63 61 108 北海道 1%
元年 ７，５６６ 51 64 86

５ ヵ 年 平 均 ６，５０９ 58 61 81

２ 年 見 通 し ７，４００ 60 65 70

２７年 １５，６１２ 89 82 99 群馬 65%
２８年 １６，２３２ 73 75 70 岩手 14%
２９年 １６，５９７ 68 57 54 長野 9%
３０年 １５，４７６ 85 84 137 茨城 6%
元年 １６，６３０ 71 72 72 千葉 2%

５ ヵ 年 平 均 １６，１０９ 77 74 86

２ 年 見 通 し １７，０００ 85 80 75

２７年 ９９０ 589 717 698 群馬 31%
２８年 ９２３ 640 612 602 茨城 23%
２９年 ９５８ 459 643 626 栃木 23%
３０年 ８０３ 542 724 818 岩手 8%
元年 ９７６ 482 622 537 岐阜 7%

５ ヵ 年 平 均 ９３０ 542 662 651

２ 年 見 通 し ９６０ 550 600 560

 入荷量・価格の動き

　長野、群馬からの入荷がほとんどを占め
る。４月の低温や５月の干ばつで生育に遅
れが見られたが、その後の高温や降雨によ
り解消に向かう。大玉傾向に加え、群馬は
作付が増えており、潤沢な出荷を見込む。
　入荷量は潤沢だった前年をわずかに下回
り、価格は前年並となる見込み。

　群馬を中心に岩手などから入荷する。群
馬は適度な降雨もあり生育良好。先月下旬
に出荷が始まった岩手は５月の低温、６月
の干ばつから生育に遅れがある。下旬に向
けて量を増やす。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

　群馬など関東高冷地と岩手、岐阜からの
入荷が中心となる。一部で５月の低温や干
ばつによる生育遅延がみられるが概ね順
調。群馬や茨城では高温により生育や株肥
大が前進化する見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や上回る見込み。

１０２

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ６５１ 466 493 468 大分 26%
２８年 ５８９ 470 517 451 愛知 18%
２９年 ５８９ 424 407 393 茨城 13%
３０年 ５２４ 433 503 450 静岡 10%
元年 ５８５ 418 422 420 中国 6%

５ ヵ 年 平 均 ５８８ 443 468 437

２ 年 見 通 し ５７０ 420 420 420

２７年 ２，４０９ 159 200 221 長野 99%
２８年 ２，３８４ 139 146 133 愛知 1%
２９年 ２，４７８ 111 126 131
３０年 ２，６８７ 122 137 211
元年 ２，５３７ 114 132 165

５ ヵ 年 平 均 ２，４９９ 129 148 173

２ 年 見 通 し ２，４００ 135 135 135

２７年 １，２４２ 295 323 280 長野 54%
２８年 １，３１６ 354 347 280 北海道 25%
２９年 １，４３４ 257 282 268 愛知 6%
３０年 １，４３８ 291 390 363 山形 2%
元年 １，３９７ 286 351 288 群馬 2%

５ ヵ 年 平 均 １，３６５ 296 339 297

２ 年 見 通 し １，３９０ 305 305 305

４６４
４６３

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２９６
３２５
２６９
３５０
３０９

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３０５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、北海道を中心に愛知、東北産地な
どから入荷する。長野、北海道の入荷ピー
クは、梅雨明け後の中下旬となる見込み。
愛知は例年より切り上がりが早く、７月の
入荷は少ないか。
　入荷量と単価はともに前年並の見込み。

３１０

 前年及び本年の

１３５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。産地の生
育状況は良好で、これからの天候次第とな
るが、安定した入荷を見込む。玉は大玉傾
向が見られる。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年並
の見込み。

レ

タ

ス

１８９
１３４
１２２
１５６
１３５

１４７

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡、大分などから入荷する。越
津ねぎが愛知から入荷する。前進傾向で、
下旬から入荷減の見込み。今後は、白ねぎ
が北海道から入荷する。夏ネギは静岡、大
分から入荷し、７月末に終了する。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

４０４
４６１
４１８

４４２

品
目
名
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６月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ４，３１３ 535 493 433 茨城 53%
２８年 ４，２６３ 477 504 384 千葉 15%
２９年 ４，１５５ 475 390 371 埼玉 5%
３０年 ３，９７８ 382 430 409 中国 5%
元年 ４，１８１ 426 431 348 福岡 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，１７８ 460 450 389

２ 年 見 通 し ４，０００ 420 415 410

２７年 ９，０６４ 164 207 219 長野 84%
２８年 １０，０２０ 131 136 123 群馬 12%
２９年 ９，８６７ 97 114 119 岩手 2%
３０年 ９，７９５ 107 127 218 茨城 1%
元年 ９，１２３ 102 120 163 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ９，５７４ 120 140 167

２ 年 見 通 し ９，２００ 120 130 140

２７年 ７，３４３ 250 291 264 福島 38%
２８年 ６，８３５ 366 355 262 岩手 12%
２９年 ７，２５５ 241 262 241 秋田 10%
３０年 ７，４４８ 312 441 323 群馬 7%
元年 ６，５９５ 306 439 236 山形 7%

５ ヵ 年 平 均 ７，０９５ 294 356 266

２ 年 見 通 し ６，８００ 320 310 300

４１３
４０２

４３２  前年及び本年の

４１０

品
目
名

４１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に千葉、埼玉などからの入荷
となる。茨城では冬や春先の気温が高く、
適度な降雨もあったため生育は前進傾向で
出荷前倒しとなる。千葉は少雨から生育停
滞もあるが概ね順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

レ

タ

ス

１９７
１３０
１１０
１４９
１２７

１４２

　長野を中心に群馬等からの入荷となる。
長野は、５月の干ばつも６月の適度な降雨
により解消され、順調な出荷を見込む。群
馬は低温の影響による玉の不揃い等は解
消。下旬には落ち着いた出荷となる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに上回る見込み。

 前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３０３

　福島、岩手など東北産地に入荷が切り替
わる。４～５月の低温による生育遅れは解
消も、一部には５月以降の高温や少雨によ
る生育遅延の懸念がある。上旬は出回り少
ないが、中旬以降は増量し相場は軟調に。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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４５０
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ９３１ 332 380 322 愛知 35%
２８年 ８８９ 315 320 321 宮崎 18%
２９年 ９６１ 270 252 275 山梨 16%
３０年 ８７４ 312 331 331 徳島 11%
元年 ９２２ 289 365 354 熊本 5%

５ ヵ 年 平 均 ９１５ 303 329 320

２ 年 見 通 し ９２０ 305 305 305

２７年 １，４５１ 302 358 295 愛知 30%
２８年 １，３０８ 330 349 333 岐阜 30%
２９年 １，６０２ 254 255 272 北海道 18%
３０年 １，６３９ 271 307 358 熊本 8%
元年 １，５０５ 258 299 314 三重 7%

５ ヵ 年 平 均 １，５０１ 281 311 314

２ 年 見 通 し １，５００ 300 300 300

２７年 ４０９ 542 643 633 北海道 51%
２８年 ３８４ 623 786 715 愛知 24%
２９年 ４９７ 585 624 596 熊本 9%
３０年 ４０９ 655 712 789 茨城 9%
元年 ５０９ 565 615 603 長野 4%

５ ヵ 年 平 均 ４４１ 592 670 661

２ 年 見 通 し ４００ 650 650 650

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に愛知、熊本などから入荷
する。北海道は作付面積、戸数ともに昨年
と同じ。５～10日の遅れがあり、まとまっ
た数量は上中旬以降に入荷する見通し。熊
本は上旬、愛知は中旬に終了する。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

６１０
７０１
６０２
７２０
５９２

６４０

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、岐阜、北海道を中心に入荷する。
夏秋作に切り替わる。各産地ともに生育順
調。入荷も順調で、中旬以降は増量する見
通し。愛知は少なかった前年並の入荷量に
なると予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。

ト

マ

ト

３１１
３３５
２６１
３１３
２９０

３０１

 前年及び本年の

３０５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に徳島、山梨などから入荷す
る。長なすは愛知の西三河を中心に、長崎
の残量が入荷する。愛知は上旬に終了する
見通し。今後は、夏秋作が徳島、山梨から
入荷し、平年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

な

す

３３７
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２６４
３２２
３２９

３１４
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６月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ４，４７４ 422 439 297 群馬 28%
２８年 ４，２７３ 393 378 348 茨城 22%
２９年 ５，０７７ 314 280 273 栃木 20%
３０年 ５，１１１ 343 365 328 高知 5%
元年 ３，９０８ 335 501 383 福岡 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，５６９ 360 386 323

２ 年 見 通 し ４，０００ 375 395 370

２７年 ８，９３４ 306 345 268 北海道 17%
２８年 ７，８６１ 301 333 332 青森 15%
２９年 ８，７４２ 285 274 259 岩手 11%
３０年 ８，１５８ 303 339 356 栃木 11%
元年 ７，３１２ 286 331 310 千葉 8%

５ ヵ 年 平 均 ８，２０１ 296 324 303

２ 年 見 通 し ７，４００ 320 310 300

２７年 １，８２３ 506 601 577 茨城 23%
２８年 １，６０６ 560 718 687 北海道 13%
２９年 １，９５２ 533 574 557 青森 13%
３０年 １，７６９ 643 646 731 福島 11%
元年 ２，０１９ 537 576 593 愛知 9%

５ ヵ 年 平 均 １，８３４ 554 619 625

２ 年 見 通 し ２，０００ 500 560 590

な

す

３６９
３７２
２８８
３４５
４０２

３５２

　群馬、茨城、栃木など関東産地からの入
荷が中心となる。生育は概ね順調だが、低
温や少雨、曇雨天の影響で一部では生育遅
延がみられる。少ない出回りが続く中、梅
雨明けに伴い増量する見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

ト

マ

ト

２９７
３２２
２７２
３３３

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道からの入荷が本格化し、関
東と併せて入荷の中心となる。関東の促成
栽培は終盤。量を増やす北海道は順調な生
育だが、東北は４月の低温で生育が遅延す
る産地が多く、回復は天候次第。
　入荷量、価格とも前年並となる見込み。

３０８

３０６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

５５８
６５８
５５４
６７４
５７０

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

　茨城、北海道などからの入荷となる。茨
城は７月上旬～中旬をピークに見込む。４
月の低温による生育遅れは５月以降の気温
の上昇に伴い回復し、生育、開花ともに順
調。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

５５０

６００  前年及び本年の
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６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ４４６ 388 481 492 茨城 28%
２８年 ４０８ 378 445 422 北海道 25%
２９年 ４３０ 351 370 368 宮崎 21%
３０年 ３１１ 481 507 523 高知 11%
元年 ４５９ 402 432 449 岩手 4%

５ ヵ 年 平 均 ４１１ 395 444 447

２ 年 見 通 し ４１０ 420 420 420

２７年 １，６９０ 296 287 218 静岡 42%
２８年 １，４０３ 214 204 182 北海道 28%
２９年 １，２７０ 152 170 135 長崎 14%
３０年 １，６８５ 67 84 91 愛知 5%
元年 １，５２３ 165 178 173 青森 5%

５ ヵ 年 平 均 １，５１４ 179 185 160

２ 年 見 通 し １，４００ 200 200 200

２７年 ３，６３６ 154 155 156 兵庫 63%
２８年 ３，５１６ 162 178 156 北海道 16%
２９年 ４，０８８ 90 88 81 愛知 9%
３０年 ４，５３２ 80 99 93 長崎 5%
元年 ４，７３９ 81 84 79 富山 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，１０２ 109 117 109

２ 年 見 通 し ４，１００ 100 100 100

ピ

ー

マ

ン

４４６
４２１
３５６
５１５
４３７

４３１  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に岩手、茨城、宮崎などか
ら入荷する。北海道と岩手の夏秋作が中心
となる。各産地ともに生育順調で、順調な
入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

２４４
１８８
１４９
８０

１７３

１６７  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、北海道を中心に入荷する。静岡は
前進傾向。北海道は概ね順調で中旬からの
入荷を見込む。北海道は作付面積が減少傾
向で、加工向けが増加している。５月・６
月は家庭需要があり高値で推移した。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１５４
１５９
８５
８８
８１

１１０  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫を中心に北海道、愛知などから入荷
する。兵庫の淡路島産は作柄良好で、Ｌ玉
を中心に入荷する。北海道は生育良好で、
後半からの入荷となる。愛知は前進傾向
で、入荷量は平年より少ない見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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６月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 １，９００ 345 461 445 茨城 56%
２８年 １，７９２ 378 455 414 岩手 27%
２９年 １，９６８ 356 340 377 福島 5%
３０年 １，７８９ 500 485 491 宮崎 4%
元年 １，８８０ 396 488 504 青森 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８６６ 394 444 445

２ 年 見 通 し １，８００ 480 460 440

２７年 ５，６２７ 264 243 182 茨城 35%
２８年 ５，６１３ 180 174 164 静岡 21%
２９年 ５，５０６ 152 138 117 千葉 18%
３０年 ５，４４７ 71 74 74 北海道 14%
元年 ５，０６８ 166 180 174 長崎 8%

５ ヵ 年 平 均 ５，４５２ 167 162 142

２ 年 見 通 し ５，０００ 260 250 240

２７年 ９，２６２ 153 172 164 兵庫 36%
２８年 ８，０８６ 154 178 180 佐賀 36%
２９年 ８，８７６ 102 95 87 香川 10%
３０年 ８，９５８ 88 92 101 愛知 5%
元年 ９，３３６ 84 86 92 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 ８，９０４ 115 124 124

２ 年 見 通 し ９，０００ 90 90 105

４２６

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１２１  前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。主
力の茨城は生育良好もピークは過ぎ減少す
る見込み。岩手は４月の低温による生育遅
延はその後の高温に伴い解消し、増量を見
込む。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

　茨城、静岡、千葉などからの入荷とな
る。茨城は前年並も、静岡や長崎は小玉傾
向かつ前進化等により出荷終了が早まり、
量を減らす。千葉は小玉に加え多雨による
腐りがみられ、出荷量への影響を懸念。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に上回る見込み。

　兵庫、佐賀、香川からの入荷が中心とな
る。暖冬に続き天候に恵まれて順調に生育
し大玉傾向も、作付面積の減少に伴って出
荷量の減少を見込む。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
基調だった前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の
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※アールスメロンの旬別単価は、データが存在しないため表示しない。

６月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ９，１２１ 385 391 421 愛知 18%
２８年 ８，４１１ 405 424 461 フィリピン 14%
２９年 ７，７６６ 435 439 461 長野 9%
３０年 ８，１９２ 442 437 456 石川 8%
元年 ７，７４１ 467 442 398 山梨 8%

５ ヵ 年 平 均 ８，２４６ － － －

２ 年 見 通 し ７，６００ － － －

２７年 ２２７ － － － 愛知 51%
２８年 １９７ － － － 静岡 37%
２９年 ２０２ － － － 高知 9%
３０年 １６４ － － － 茨城 3%
元年 １６０ － － － 0 0%

５ ヵ 年 平 均 １９０ － － －

２ 年 見 通 し １６０ － － －

２７年 ２，７６７ 120 123 182 愛知 26%
２８年 ２，６０３ 172 183 224 石川 23%
２９年 ２，３４３ 179 190 224 長野 20%
３０年 ２，７１３ 211 216 225 新潟 12%
元年 ２，６６４ 197 163 149 山形 9%

５ ヵ 年 平 均 ２，６１８ 175 174 200

２ 年 見 通 し ２，５５０ 210 190 180

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、石川、長野などから入荷する。愛
知の入荷量は前年をやや下回る見込み。長
野は上旬、山形は下旬からの入荷となり、
両県ともに入荷量は前年並の見通し。梅雨
が長くなると予想され、販売が厳しいか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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１８２

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡を中心に入荷する。各産地と
もに生育は概ね順調。愛知は昨年並の入荷
を見込む。中元ギフトの需要が見込まれる
が、業務用の動向によっては厳しい環境が
予想される。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。
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 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、もも、メロン、すいかなどを中
心に入荷する。みかんは各産地が出揃うた
め、消費の動向次第で価格が厳しくなる見
込み。ももは暖冬の影響で、入荷量は平年
を下回ると予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。
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目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２７年 ３８，２８２ 385 374 367 山形 15%
２８年 ３４，８８３ 407 429 420 山梨 15%
２９年 ３２，８５１ 467 461 473 千葉 10%
３０年 ３３，７４２ 488 465 448 青森 8%
元年 ３１，２９１ 496 453 413 フィリピン 7%

５ヵ年平均 ３４，２１０ － － －

２年見通し ３１，３００ － － －

２７年 ６６０ 717 653 631 静岡 50%
２８年 ５８２ 777 780 649 茨城 13%
２９年 ５７３ 805 770 713 高知 11%
３０年 ４９１ 850 772 733 千葉 11%
元年 ５２１ 830 762 620 山形 6%

５ヵ年平均 ５６５ 796 747 669

２年見通し ５２０ 810 740 670

２７年 １４，８４２ 140 143 170 山形 23%
２８年 １２，５０９ 176 192 206 千葉 20%
２９年 １１，３３６ 205 221 240 新潟 17%
３０年 １２，４５８ 249 235 215 神奈川 12%
元年 １０，８７５ 202 161 155 茨城 8%

５ヵ年平均 １２，４０４ 194 190 197

２年見通し １１，３００ 190 190 190

６月３０日現在

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３７４
４１９
４６７
４６５
４５３

４３６  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  すいか、もも、メロンなどを中心に入荷
する。ももは産地によって状況が異なる
も、総じて入荷は微減か。気温の上昇によ
り夏果実の消費が期待されるほか、ギフト
需要もあるため、果実全体の価格は維持さ
れる見込み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。
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７４２  前年及び本年の

７４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城、千葉を中心に入荷する。中
心となる静岡は玉伸び、内容ともに良く前
年並の入荷を見込む。千葉は上旬がピーク
でその後は徐々に減少傾向、茨城は旧盆需
要向けの出荷で後半に向けて入荷増の見込
み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。
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１９４  前年及び本年の

１９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　上旬は鳥取産が潤沢に入荷し、下旬には
遅れている山形がピークを迎える。千葉は
昨年は天候不順で入荷が少なかったが、今
年は回復する見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　７　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　６月３０日現在） 単位：千本、円／本
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単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　６月１５日現在） 単位：鉢、円／鉢

22



単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №565 

令和２年７月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


